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琉球大学学術リポジトリとは、琉球大学が産出する研究成果
等を電子的に蓄積・保存し、インターネットを通じて学内外に発
信するためのものです。

学術リポジトリを活用するメリット

研究者にとって
・研究成果の蓄積 →個人電子書庫
・研究成果の発信 →可視性の向上

地域社会にとって
・無料で研究成果を見ることができる

→即効性のある社会貢献

大学にとって
・世界に開かれた大学をアピール

→情報発信力の強化
→可視性の向上

③世界中の利用者
から検索，閲覧

学術雑
誌掲載
論文

科研費
報告書21世紀

COE報
告書

紀要論文

教材

その他
学術資
料

琉球大学
学術リポジトリ

①学内研究成果物を蓄積・保存

Google等
インターネット検索エンジン

検索用データを
自動提供

JuNii, OAIster等
リポジトリ対応検索エンジン

②インターネットで
無料公開



問合せ先・説明会申込先・コンテンツ提供先は、

附属図書館学術リポジトリワーキンググループ
担当：本郷、古謝、伊波 内線：８１５９（千原地区）

みなさまの研究成果をご提供ください。

著作権の許諾条件等を図書館で確認後、学術リポジトリで公開します。

琉球大学
学術リポジトリ

・著作権の許諾確認

・公開にあたって学内

調整（ex.特許）

・検索語（キーワード）の

付与

附属図書館

世界へ発信

登録（代理）

研究者

研究成果の提供

（電子ファイル or  印刷物）

図書館へお送りください。

・電子ファイルをメール添付で

・印刷物や電子メディアを学内便で

（図書館カウンターでも受付します）

研究成果の提供をお願いします


